
　　

課　題

目　標

●市民が森と接する機会の不足と、里山活動の担い
手不足　●地域の人口減少。現在3,300人の人口が
2040年2,059人、2060年1,303人と予測

植生豊かな自然と幅広い里山活動ができる環境で地
域住民が主体となって生き生きと活動するようにな
り、興味を抱いた地域外の人が訪れてこの地域の移
住・交流人口が増える。

今後の
展望

市民による里山活動を通じた
地域社会再生のモデル構築
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里山づくり
ワークショップ参加者 36人

64人
75％
63％

循環型設備
ワークショップ参加者

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

地域住民の里山活動への理解向上のためのワークショップや幅広い活動ができる
フィールドへの整備、活動しやすい制度構築を進め、住民が主体的に活動しやすい
環境をつくり、地域外との交流促進につなげていきたい。

地域住民による里山活動を支援するため、森林の間伐
を行い、その木を用いて、きのこの原木栽培を行う
ワークショップや救急救命講習を実施。また、野外活
動時に使用でき、かつ循環型の暮らしを学ぶことがで
きるバイオトイレやオフグリッドソーラー設備を学
び、設置するワークショップを実施し、町内外から延
べ100人の方が参加。さらに、それらの活動の紙・電子
媒体による広報を支援し活動を促進。そのほか、役場
の移住関連部署や観光協会と連携して地域外との交
流が生まれ、下川への移住につなげることができた。

バイオトイレ作りワークショップの様子

きのこの植菌の様子

■苦労した点
参加者が増え、やりたいことも増えた
が、作業の分担や進捗管理ができず、実
施できなかったことが多々あった。

■工夫した点
参加者と会話することを心がけ、雑談
の中から、こんなことがしたい・した
くないを知り、主体的な実践を支援す
ることができた。

（特非）   森の生活

実　践

ひろげる助成

年目1


